
様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
 

平成 25 年  6 月  15 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）： 

 19～20 世紀の英語綴り字改革運動について、個別の事例をとりあげながら根幹にあった言語

規範意識、功利的言語イデオロギーを明らかにした。一方で、多様化する世界諸英語の時代の

多様化する英語音声特徴を明らかにし、また、表音式綴り字以外の音声表記システムの可能性

について考察を深めた。それによって、19～20 世紀（特に 1870 年代から 1940 年代）に綴り

字改革論者たちのあいだで理想視されていた表音式綴り字が当時の文化社会的時代背景を反映

したものであったことを示した。 

 

 
研究成果の概要（英文）： 

 This study revealed the prescriptive and utilitarian linguistic ideology observed widely 

among the 19th and 20th century spelling reformers of English. It also investigated the 

phonetic characteristics of varieties of English, known as World Englishes, and discussed 

other possibilities of efficient sound-to-letter transcription, including shorthand and speech 

recognition.  This has led to the conclusion that the 19th and 20th century spelling 

reformers’ idealistic view on phonetic spelling reflected the socio-cultural situation they 

were in.    
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１．研究開始当初の背景 

申請者は、2002年以来、文献調査・イギリ

スでの資料調査に基づいて英語綴り字改革

運動の文化社会史的研究を進め、2009 年春、

その成果を『英語の改良を夢みたイギリス人
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たち―綴り字改革運動史 1834－1975』（開拓

社刊）として刊行した（以後、山口（2009）

と記す）。その研究は、英語圏においても研

究のなされていない資料に基づいたもので

あったが、公刊媒体が日本語であったことか

ら、広く国際的に学界に問うことの必要性を

感じた。このような背景のもとで本研究を開

始した。 

 

２．研究の目的 

本研究では、山口（2009）で公刊した研究

をさらに継続して発展させること、その内容

を英語で発表、発信し、英語学・英語学史研

究、英語教育・英語学習に資することを目的

とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、山口（2009）を発展させ、英
語で発表するために、特に初年度（2010 年
度）は関連学会・研究会で口頭発表を行い、
隣接分野の人々と意見交換、議論をしながら
論を深めた。これが学会発表③、④、⑤、⑥
である。 

 研究を進めていくうちに、綴り字改革と密
接につながっており、山口（2009）でも扱っ
た表音式速記について、より深く研究する必
要が明らかになってきた。そこで、申請当時
研究協力者として加わってもらっていた兼
子次生氏（日本速記協会理事長）とともに、
速記・言語科学研究会を設立し、速記及び綴
り字改革に関する研究を進めていくことに
なった。この研究会参加者は、本研究申請時
には連携研究者として加わっていないが、実
質的に、本研究遂行において大きな役割を担
った。年に一回の研究発表会を開き、そこで
研究成果を発表したものが、学会発表④、 

⑤、⑥である。また、この研究会の活動を、
2013 年３月に『速記・言語科学研究会活動
報告書 2010.4-2013.3』として公刊すること
とし、そのために議論を重ねた。 

 山口（2009）で萌芽的に扱っていた、世界
の英語の多様性と英語発音の多様性、そして
綴り字及び綴り字改革運動との関連につい
ても、フィールドワーク、文献資料調査を行
った。学会発表①や、図書①である。 

 また、音声と綴りの問題について、音声表
記についての理解を深め、海外の研究者と交
流するために、研究代表者は 2010 年 8 月と
2011 年 8 月にロンドン大学ユニヴァーシテ
ィカレッジで開かれた夏期音声学セミナー
に参加した。（この様子は、研究ノートとし
て京都大学英文学会発行『ALBION』復刊 56

号、2010 年 11 月刊 pp.129-135 に「ロンド
ン大学夏期音声学セミナーとトランスクリ
プション」として発表している） 

 本研究遂行において、研究内容を広く公開

するため、また、海外の研究成果を取り入れ
て研究を進めるために、ゲストスピーカーを
招いての講演会を三回京都府立大学で開催
した。いずれも英語の音声学的多様性につい
て綴りとのかかわりを踏まえながら論じた
ものである。2011 年 11 月 9 日に、ロンドン
大学ユニヴァーシティカレッジ名誉教授ジ
ョン・ウェルズ博士の講演会「英語の方言・
訛り」を開催した。2012 年 5 月 25 日にノー
サンブリア大学上級講師ロバートマッケン
ジー博士を招いて「多様な英語に対する日本
人大学生の意識」という論題の講演会を開い
た。2012 年 11 月 8 日に音声学者ジェフ・リ
ンジー博士を招いて「英語の発音を学生、教
師、俳優に教えること」という講演会を開い
た。 

 

４．研究成果 

 本研究の成果は、（１）研究代表者が山口
（2009）の内容を発展させ英語で発表した論
文と、（２）研究代表者が中心的に活動した
速記・言語科学研究会による研究成果との二
点に大きく分けることができる。 

 まず第一に、山口（2009）の内容を発展さ
せて英文で発表するということがこの研究
の主たる目的であり、その成果としては論文
①、⑫、⑬がある。論文①は、学会発表⑥を
もとにしたもので、連携研究者米倉綽教授の
英語史の観点からの綴り字改革についての
先行研究との関連を明示しながら論を進め
た。イギリス言語学会（Philological Society）
の綴り字改革運動が、表音式綴り字の有用性
への信念だけでなく、19 世紀後半に盛んにな
った言語の歴史的研究から得た知見を背景
としていたことを述べた。また、言語学会が
学会として綴り字改革に取り組んだ格好に
なっているが、実は、少数の熱心な改革論者
が言語学会や技芸協会など複数の学術団体
に所属して団体としての主張にしていたこ
とを、文化社会史的に近年明らかにされてき
た任意団体（アソシエーション）の活動とい
う視点から解き明かした。 

論文⑫は、連携研究者豊田昌倫教授主宰の
現代英語談話会で口頭発表をし、議論をした
ものをもとに、論文集『現代英語談話会論集』
に発表した。山口（2009）の第 2 章で取り上
げた 19 世紀後半のロンドン学務委員会の綴
り字改革運動、読み書き教育、発音教育につ
いて、新たな資料を用いて分析したものであ
る。ロンドン学務委員会管轄の小学校を舞台
としたスケッチ集に描かれたコックニー方
言の分析を行うとともに、19 世紀末の公立小
学校を論じる際に優勢であった言語規範、言
語イデオロギーについて論じた。これが綴り
字改革運動の根底にある言語イデオロギー
に通じるものでもある。 

論文⑬は、山口（2009）で取り上げたアイ



ルランドの劇作家バーナード・ショーの綴り
字改革及び表音式速記について、ショー研究
の専門家の学会である日本バーナード・ショ
ー協会で発表した学会発表⑤及び、学会発表
②をもとに論じたものである。バーナード・
ショーのアルファベット改革は、表音式速記
を念頭において提案されたものであり、通常
のローマン・アルファベットに比べると、速
記的要素が取り入れられていることを具体
的に論じた。 

なお、速記・言語科学研究会の 2010 年度
研究会及び、日本バーナードショー協会の
2012 年度春季大会は、研究代表者の所属機
関である京都府立大学で開催した。これによ
り、本研究と関連の深い研究会の研究活動の
促進に貢献した。なお、京都府立大学で本研
究を進めるにあたっては、京都府立大学にお
ける連携研究者の菅山謙正教授（当時）及び
川分圭子教授と日常的な意見交換、議論を行
ったことが有用であった。 

次に第二の成果を述べる。それは 2013 年
３月に公刊した『速記・言語科学研究会活動
報告書 2010.4-2013.3』が、本研究の中核的
報告書である。これは英語綴り字改革の根本
原理である表音システムの探究と深くつな
がる音声表記の問題を、学際的に研究した。
論文①から⑩がこれにあたる。②～⑥では速
記研究者、日本速記協会理事長兼子次生氏が
速記の原理を論じた。⑦～⑧では河原達也京
都大学工学部教授が、自動音声認識技術につ
いて論じた論考である。⑨は下谷正弘福井県
立大学学長が日本語の音声表記について速
記者及び日本語研究の立場から論じている。
⑩は井上美弥子スタンフォード大学准教授
が人類学の立場から近代日本の速記及び初
期体系について論じている。 

 最後に、図書『世界の英語を映画で学ぶ』
（松柏社）も本研究の成果の一部であること
を述べる。イギリス、アメリカ、アイルラン
ド、オーストラリア、南アフリカ、インド、
シンガポールの英語を扱った本書において、
編著者である研究代表者は各英語の概要（歴
史・現状・音声・文法・語彙・綴り）を記し、
また、オーストラリア英語、インド英語、シ
ンガポール英語についての章を執筆した。そ
の際に、綴りの違い及び発音の違いについて、
特に後者について丁寧に取り上げている。こ
れは本研究を遂行するなかで行った調査、分
析、得た知見を活用したものである。 
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